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2020年度の立入検査

対象 特定製造事業所（53事業所）

※2020年中に稼働実績がある全事業所

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、
通常の立入検査に代わってアンケート調査を
実施

時期 2021年3月

調査内容

１ 事業所での感染拡大防止の取組について

２ 人材育成及びスマート保安の導入について
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2020年度の調査結果

０ 事業所の基礎情報

次頁以降の情報整理のため、業種・事業所規模（従
業員数・保安係員数）・2020年の施設稼働状況を確
認（前年との比較）

業種については大きく①石油化学・石油精製②一般
化学③その他と区分

従業員数は①50人以下②51～200人③201～500人
④501人以上と区分

保安係員数は①10人以下②11～20人③21～40人④
41人以上と区分

稼働状況は緊急事態宣言前（2020年１～３月）、緊
急事態宣言中（2020年４・５月）、緊急事態宣言後
（2020年６月～12月）として区別
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2020年度の調査結果

＜2020年の稼働状況＞
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緊急事態宣言前から宣言中、宣言
後にかけて稼働状況が下がったと
している傾向がみられる

その他：定期修理工事により装置を停止していた
ため、比較できない



2020年度の調査結果

１ 事業所での感染拡大防止の取組について

製造現場においてはテレワークの実施は難しく、
職場における感染拡大防止対策の工夫が求められ
ている。そこで、次のテーマごとに各事業所での
取り組み内容を確認させてもらった。

（１）従業員のソーシャルディスタンスの確保

（２）従業員の衛生対策の徹底

（３）共用物の衛生管理・換気の徹底

（４）高圧ガス製造施設に係る見直し

検査結果を別紙のとおりまとめた。
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2020年度の調査結果

＜別紙抜粋＞

5↑従業員規模： 50人以下 51～200人 201～500人 501人以上↑

回答数→

↓回答割合



2020年度の調査結果

＜別紙抜粋：高圧ガス製造施設に係る見直し＞
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↑従業員規模

回答数→

↓回答割合

回答数→

↑保安係員数

P.4



2020年度の調査結果

＜別紙抜粋：高圧ガス製造施設に係る見直し＞

7

P.5

↑従業員規模

回答割合→

↑保安係員数

回答割合→



2020年度の調査結果
＜別紙抜粋：保安に必要な要員が感染した場合の対応方針＞
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○感染者が出た場合の保安体制の維持のための取り決め
・時間外勤務による対応
・交代勤務のローテーション組み直し・再編成
・交替勤務の体制を４班２交替から３班２交替へ変更
・１班２名体制として生産量をダウンして生産活動を行う予定
・保安要員の班外への応援・他部署からの生産応援（経験者優
先）
○感染拡大時のプラントの運転制限・停止判断基準の設定
・欠員数・停止する装置の優先順位
・停止措置後の監視体制（最低人数）



2020年度の調査結果

２ 人材育成及びスマート保安の導入について
 2019年11月に国による「石油コンビナートにおけ
る災害防止に関する現状調査結果」が公表され、
2020年３月に石油コンビナート等石油化学関連事業
所における災害の防止に向けた取組として、業界団
体に要請がなされた。

その中で、保安に係る人材の育成・確保と、保安力
の維持・向上のために、AIやIoTといった新技術、
いわゆるスマート保安の活用について取り上げられ
ている。そこで、次の内容について確認させても
らった。
（１）人材育成と懸念事項
（２）スマート保安への取組状況
（３）スマート保安導入にあたっての関心
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2020年度の立入検査結果
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＜保安に係る人材に関する懸念事項＞

Q.高圧ガス製造施設の保安に係る人材に関して、懸念
事項はありますか。【複数回答可】

① 必要な資格の取得が進まない
② 技術の伝承がうまくいかない
③ ベテラン従業員の退職を控えている
④ 新規職員が不足している
⑤ 従業員の入れ替わりが激しい
⑥ その他
⑦ 特にない

Q.上記懸念事項に対してすでに取組んでいる事例があ
りますか。



2020年度の調査結果

＜保安に係る人材に関する懸念事項＞
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大半の事業所で保安に係る人材に
関する懸念事項はあるが、業種に
より差がある。



2020年度の調査結果

＜保安に係る人材に関する懸念事項＞
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2020年度の調査結果

＜保安に係る人材に関する懸念事項＞
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2020年度の立入検査結果
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6 , 50%6 , 50%

人材確保（認定）

特にない 懸念あり

6 , 15%

35 , 85%

人材確保（非認定）

特にない 懸念あり

＜保安に係る人材に関する懸念事項＞

認定/非認定事業所別）



2020年度の調査結果

＜人材に関する懸念事項への取組＞

主な回答としては…

教育内容の充実・各種安全活動・訓練の実施

ベテラン従業員や外部講師による教育・勉強会の
実施・技術伝承専任の人員確保

即戦力として中途採用やベテラン従業員の雇用延
長

ベテラン従業員の技術を文書化・マニュアル化

そのほか、教育にウェアブルカメラを活用すると
いったスマート保安を連想させる回答もあり
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2020年度の立入検査結果

参考 スマート保安とは

①十分な情報やデータによる科学的根拠とそれに基
づく中立・公正な判断を行うことを旨として、

②IoT や AI など安全性を高める新技術の導入、現
場における創意工夫と作業の円滑化など保安におけ
る安全性と効率性を常に追求し、

③事業・現場における自主保安力の強化と生産性の
向上を持続的に推進するとともに、

④規制・制度を不断に見直すことによって、将来に
わたって国民の安全・安心を創り出すこと

（経産省 スマート保安推進のための基本方針より）
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2020年度の立入検査結果

参考 スマート保安とは
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（「スマート保安アクションプラン」スマート保安官民協議会より）



2020年度の立入検査結果
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＜スマート保安への取組状況＞

Q.施設の経年とともに保全活動にかかる現場の
負担は増加しますが、その現場の負担を軽減す
るためにスマート保安の活用が考えられます。
スマート保安の導入について、検討されていま
すか。

① すでに導入しているものがある
② 検討している
③ 興味はあるが、検討していない
④ よくわからない



2020年度の立入検査結果
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＜スマート保安への取組状況＞



2020年度の調査結果

＜スマート保安への取組状況＞
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回答数



2020年度の調査結果
＜スマート保安導入にあたっての関心・懸念事項＞
Q.スマート保安導入にあたって知りたいことまたは懸念事項についてお
聞きします。次の項目から当てはまるものの選択をお願いします。【複
数回答可】

① スマート保安に係る国の取組
② プラント保安分野AI信頼性評価ガイドライン
③ プラントにおけるドローンの安全な運用方法に関するガイドライン
④ スマート保安導入事例
⑤ スマート保安に必要な知見を持つ人材育成
⑥ スマート保安導入にあたっての法規制との関係
⑦ IoT情報セキュリティについて
⑧ 電気防爆、危険区域設定について
⑨ スマート保安導入にあたっての補助金制度
⑩ スマート保安導入にあたっての相談先・コンサルタント
⑪ その他
⑫ 特にない
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2020年度の調査結果

＜スマート保安導入にあたっての関心・懸念事項＞
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2020年度の立入検査結果

２ 人材育成及びスマート保安の導入について

人材育成への取組は多くの事業所において課題と
されており、各事業所で取組が進められている。

スマート保安については石油精製・石油化学、一
般化学といった限られた業種・限られたプラント
で取り組みが進んでいる。

スマート保安の事例への関心自体はどの業種でも
持っている。
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今後の立入検査でスマート保安
の事例を確認する



2021年度の立入検査

対象 認定事業所及び特定認定事業所

（12事業所）

時期 2021年９月

内容

１ 法手続き・審査体制、設備管理について

⇒ 良好・電子化の確認

２ スマート保安の取組状況について
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＜スマート保安の取組状況について＞

スマート保安導入の背景

具体的な技術

メリット・デメリット

今後の活用

参考「令和２年度スマート保安事例集」

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industri
al_safety/smart_industrial_safety/jireisyu_r2.pdf（経産
省HP）

2021年度の立入検査結果
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（出典：経産省）

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/smart_industrial_safety/jireisyu_r2.pdf


＜スマート保安の取組状況について＞

◆複数の事業所で取組内容として挙げられたもの

ドローン活用

ウェアラブルカメラの導入

無線センサー等による異常早期発見

プロセス制御最適化・運転支援システム

タブレットによる現場
点検等への活用

電子申し送りシステム
・作業記録の電子化

◆そのほか様々な技術

2021年度の立入検査結果
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（出典：経産省）



2021年度の立入検査結果

＜まとめ＞

◆スマート保安を進めている部署やきっかけ

ほとんどの事業所において、トップダウンでス
マート保安を検討するよう声がかかっており、環
境安全部門や設備管理部門で、できそうなものか
ら取り組んでいる。

情報収集としては、事業で検討しているもの、イ
ンターネット上の情報のほか、設備関係で取引の
ある業者からの提案が多い。
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2021年度の立入検査結果

＜まとめ＞

◆スマート保安の事例について

それぞれの事業所のニーズに合わせてたくさん
の技術が検討されていた。

運転管理関係の技術については、プラント毎に
検討する必要があり、似通ったプラントであっ
ても、始めからの検討が必要である。また、わ
ざと悪い運転状態の記録を取る必要もある。

無線センサーによる遠隔監視は複数の事業所で導
入されているが、得られたデータをどう活かす
か、といった検討が必要である。
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2021年度の立入検査結果

＜まとめ＞

これらの新技術の導入・活用を成し遂げるには、
上からの理解・後押しが必要であるし、信頼でき
るパートナーを見つけなくてはならない。

導入して終わりではなくその後の維持管理のため
の費用や人材育成も考慮する必要がある。

29


